
言語処理と知識処理に基づく情報システムの
基礎技術の開発・社会への実際的応用

～ よりグローバルでより高度なコミュニケーションの実現を目指して ～
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研究内容

法制執務支援

膠着語間機械翻訳

言語知識自動抽出

テキスト作成支援
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語順は
ほぼ同じ

【日本語－ウイグル語双方向翻訳掲示板】

アジアの国々との情報交流の促進
人間の知的活動の支援

（知識獲得や文書作成など）

翻訳支援のための基礎技術
翻訳業務で実際に活用

法情報の国際的発信・共有の促進
法制度に対する透明性・信頼性確保

指定対訳文

原文 訳文

文対応

訳語
緑：辞書登録
青：自動抽出
赤：ユーザ指定

青：入力キーワード

【日本法令外国語訳データベースシステム】
http://www.japaneselawtranslation.go.jp/

【Bilingual KWIC®】

読みやすい位置に
改行を自動挿入し提示

例えば環境の問題あるいは人口
の問題エイズの問題などなど地
球規模の問題たくさん生じており
ますが残念ながらこれらの問題
は二十一世紀にも継続しあるい
は悲観的な見方をすればさらに
悪くなるという風に思われます

【講演の字幕生成のための改行挿入】

 対訳法令文書の構造化・
データベース化・バージョン管理

 法令文の作成・翻訳・理解支援

 学際連携・産学官連携・
国際連携に基づく共同研究

 対訳表現抽出支援ツール Bilingual KWIC® の
開発
 対訳表現を自動抽出・文脈と共に表示

 類義語自動抽出手法 Monaka の開発
 語と文脈の共起を利用

膠着語間機械翻訳システムの開発

 日本語－ウイグル語

 日本語－ウズベク語

読みやすいテキストを作成するための
テキスト整形技術・基礎技術の開発

 改行・空行・句読点の自動挿入

 語順整序

 統計的係り受け解析


